
Ⅰ．はじめに

　本報では，北部九州の福岡・大分両県境に�える英彦

山山系のブナ天然林の林分構造と種類組成等を調査し，

その結果と先に報告した背振山地（1）や三郡山地（2）

及び九州中央山地（3）のブナ林との関連性と植生的特

性について比較検討したので，概要を報告する。

Ⅱ．調査地と方法

　調査地は図－１に示す山系中の３山岳の標高８５０ｍ以

上に存在するブナ林である。標高・地形・斜面の方位や

型によって異なる植生の状態を考慮して，各山岳ごとに

２箇所ずつ調査地点を選定，標準的な林相を示す所に２５

×２５ｍ方形区を２個ずつ計１２個のプロットを設置したプ

ロットの概況を表－１に示す。次に各プロットごとに階

層区分後に，低木層以上については樹高と胸高直径を毎

木調査した。樹高は測高器と目測とを併用し１ｍ単位ま

でを，胸高直径は直径テープを用い１cm括約で計測し

た。草本層については各方形区の中に，１×１ｍ調査枠

をランダムに２０個設置し，出現する種をブラウン・ブラ

ンケの６被度測度（+，１～５）により表示した。なお

優占度は低木層以上については樹種ごとに胸高断面積合

計を求め，草本層は種ごとの平均被度値を算出した。こ

れらの調査・計測は２０００年５月に実施した。

Ⅲ．結果と考察

　（１）樹高と胸高直径の構成

　ブナを含む低木層以上の全樹木数は，Ｐ－１；２５６，

Ｐ－２；２６６，Ｐ－３；３０４，Ｐ－４；２７８，Ｐ－５；２９８

Ｐ－６；２７２であり，各プロットの樹高及び胸高直径の

相対頻度を図－２，図－３に示す。各プロット全体の樹

高・胸高直径の平均値はＰ ｰ１；１２．４ｍ・２６．８cm，Ｐ－

２；１０．６ｍ・２８．６cm，Ｐ－３；１２．１ｍ・２７．８cm，Ｐ－

４；１３．３ｍ・３２．５cm，Ｐ－５；９．７ｍ・２４．５cm，Ｐ－

６；１３．８ｍ・３３．４cmであった。ブナは樹高１０ｍ前後か

ら２２ｍに，胸高直径４０cm前後より８６cmの範囲にほぼ集

中傾向がみられたが，分布の中心は樹高２０ｍ付近に，胸

高直径は６０cm前後に現れている。これらの分布状態か

ら，ブナは高木・亜高木層を主に占める一斉林型をとる

が，Ｐ－１・Ｐ－２・Ｐ－４では樹高５～７ｍ，胸高直

径８～１８cmの低木層に出現する個体群も存在し，他の

３プロットよりバランスがとれた年齢と林分構成となっ

ている。　　

　（２）種類及び生育形の組成

　各プロットの植生概要を表－２に，ブナを含む低木層

以上の樹木の胸高断面積合計の百分率で表した生育型組

成を図－４に示す。ブナと落葉広葉樹が低い組成を示す

Ｐ－３・Ｐ－５は，常緑広葉樹林から落葉広葉樹林への

移行帯であり，また山腹凸型斜面によりモミ・ツガ帯上

部植生域に位置づけされるが，Ｐ－１はより冷温帯性落

葉樹林要素が強まったものである。特にＰ－２・Ｐ－４・

Ｐ－６はブナと落葉広葉樹の占有率が７０～８０％以上に達

する冷温帯林の相観をもった森林といえる。この常緑針

葉樹林は尾根に多く出現するアカマツである。林床はい

ずれもササ型で，標高９００～１０００ｍ付近にはスズタケが，

それ以上はクマイザサが分布優占する特徴あるブナ林が

成立している。

　（３）ブナ群落の内容と本山系の特性

　各プロットの群落内容と立地環境に基づく植生模式を

図－５に示す。ブナ群落は北斜面では標高約９００ｍで林

床にスズタケを伴い，約１０００ｍ付近でクマイザサに変わ

り本数も密になっている。一方南斜面は標高９００ｍ付近

は，常落広葉樹林の中にスズタケが生育するのみでブナ

はまだ出現してなく，１０００ｍ近くで初めてブナ ｰクマイ

ザサ群落が現れる。これは，南斜面より北斜面や山頂部

の方が冬期北西風と積雪，夏の冷涼環境の影響を受け，

ブナの生育に有利に効いていると考えてよい。高標高で

クマイザサが出現するブナ群落は裏日本型といえ，九州

では本山系だけであり（3），その下方に表日本型のス

ズタケを伴う点も特徴といえる。
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表－１　調査プロットの概況

地形 ･斜面型傾斜度　斜面方位標高方形区面積 No. 調査地

山腹 ･凸型
尾根 ･平衡

２８～３６°
１８～２９°

　S３°W･N９°E
　S８°E･S５°W

９００～９４０m
１１００～１１３０m

１２５０m２（２５×２５m×２個）
１２５０m２（２５×２５m×２個）

P－１
P－２

英彦山

山腹 ･凸型
尾根 ･凸型

２２～３２°
３２～３８°

N７°E･S３０°W
N１６°W･S８°E

９１０～９３０m
９９０～１０２０m

１２５０m２（２５×２５m×２個）
１２５０m２（２５×２５m×２個）

P－３
P－４

岳滅鬼山

山腹 ･凸型
尾根 ･平衡

２６～３０°
２６～３４°

S５°E･S８°E
S３°W･S５°E

８８０～９１０m
１０６０～１０９０m

１２５０m２（２５×２５m×２個）
１２５０m２（２５×２５m×２個）

P－５
P－６

犬 ｹ岳

表－２　プロットの植生概況

立地環境林床植生型主要高木樹種植生相観 No. 

南向陽 ･北日陰地斜面ササ（スズタケ）型ブナ ･アカガシ ･ヤブツバキ常落葉広葉樹林P－１
南向陽地稜線　ササ（クマイザサ）型ブナ ･コハウチワカエデ ･シデ類落葉広葉樹林P－２

北日陰 ･南西半陰地斜面ササ（スズタケ）型アカガシ ･ブナ ･リョウブ常落葉広葉樹林P－３
北半陰 ･南向陽地稜線　ササ（クマイザサ）型ブナ ･シデ類 ･リョウブ落葉広葉樹林P－４
南向陽地斜面ササ（スズタケ）型アカガシ ･ブナ ･シキミ常落葉広葉樹林P－５
南向陽地稜線　ササ（クマイザサ）型ブナ ･ミズナラ ･リョウブ落葉広葉樹林P－６


